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2016年度SIPS
 第3回金流商流情報連携タスクフォース議事録(案)




　

国連CEFACT日本委員会
一般社団法人サプライチェーン情報基盤研究会

1． 開催日時　：　2016年11月18日（木）  14:00～17:00
２．開催場所　：　機械振興会館　6階　6D-2会議室　
３．出 席 者　： （順不同・敬称略） 
幹事会員
       遠城　秀和
NTTデータシステム技術株式会社
　 　
特別会員
       菊川　正博
一般財団法人日本貿易関係手続簡易化協会
　　　幹事会員
       貴田　隆行
株式会社NTTデータ
幹事会員
       斉藤　孝平
株式会社NTTデータ
幹事会員
       上利慶太郎
株式会社NTTデータ
幹事会員
       伊原　栄一
株式会社グローバルワイズ

幹事会員
       藤野　裕司
株式会社データ・アプリケーション

　　　 正会員　   　　川路　義隆　  　有限会社スクラッチソフト
正会員　   　　湊本　智昭　  　株式会社ワイ・ディ・シー
正会員　   　　永壽　拓宏　  　株式会社オージス総研
賛助会員　　　 川内　晟宏　　　特定非営利活動法人ITコーディネータ協会
賛助会員　　　 坂本　真人　　　一般財団法人流通システム開発センター
賛助会員　　　 根岸　大介　　　一般財団法人流通システム開発センター
賛助会員　　　 浅田　寿人　　　一般社団法人全国銀行協会
賛助会員　　　 永島　享也　　　石油化学工業協会（情報通信委員会）
オブザーバー      紅林　孝彰
日本銀行金融研究所（TC68）
オブザーバー      高橋　　隆
経済産業省中小企業庁
オブザーバー      大脇　友之
経済産業省　産業資金課
事 務 局
       菅又　久直
一般社団法人ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ情報基盤研究会
       事 務 局       斉藤　良一
一般社団法人ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ情報基盤研究会

出席者20名
４．議事概要　
　2016年度第3回金流商流情報連携タスクフォースは、遠城委員長の進行にて以下の議事を実施した。（資料：金流商流2016-3-01）
４－１．第2回金流商流情報連携タスクフォース議事録確認
・事務局菅又より前回の議事録の概要説明があった。（資料：金流商流2016-3-02）
　・内容に関する変更や異議はなかった。
４－２．貿易運輸における経費精算の効率化の調査研究

　議事の関係で議事次第の3項を先に行った。（資料：金流商流2016-3-04）

貴田委員より資料に基づき以下の説明があった。
・現在、実証プロジェクトへのエントリーを検討している。
・第１ステップは受発注―出荷―社内業務とし、第２ステップとして請求支払を予定し

ている。

・検討ポイントは、国際標準への準拠、他のクラウドサービスとの連携、参加利用者と
のインターフェース、海外とのインターフェースなどが挙げられる。
【質疑・議論】
◆（菅又）海外向けインターフェースは海外シングルウィンドウとの接続か？

⇒BtoBを考えている。（貴田委員）

（菅又）国連ESCAP UNNExT（次週バンコクで開催）では、アジアにおける貿易円滑化協定の導入促進を検討する。その中のASEANで進めているシングルウィンドウ間インターオペラビリティが注目されている。相互運用性（データ連携）の担当アドバイザーを（自分が）やっているので、詳しい資料があれば参考にしたい。また、海外シングルウィンドウとのインターオペラビリティについて日本はまだまだであり、民―民のところは是非考えていきたい。特に海外との決済についてどうなのかを気にしている。
◆（高橋）実証プロジェクトやその後の活用では何社位を考えていますか？

⇒実証段階では5社から10社程度で、運用段階では５０社位を目標にして行きたい。（貴田）

⇒（高橋）実証プロジェクトに望むことは、国際的な繋がりも含めて今後の広がりのあるものを優先したい。

◆（遠城）AFACTなどでは物流系のアクティビティを立ち上げようとしている。継続的にできた方がよいと思うので、早め早めに情報収集して欲しい。
◆（菅又）日本の状況は遅れているのではないか。アリババは、国際マーケットプレースで、販売・物流・貿易手続の一環連動を既にやっている。視野としては広げておいた方が良いと考える。
４－３．金流商流情報連携基盤進捗状況
（１）「経済産業省：金融EDIにおける商流情報連携等のあり方検討会議」について

事務局菅又より以下の説明があった。（資料：金流商流2016-3-03）
第２回（9月27日）の資料は公開資料です。事務局説明につき意見交換が行われた。多くの意見が寄せられたが、金融EDIに載せるべき商流情報項目を何にするかが大きな論議のポイントであった。また、アンケート調査の中間結果についても議論が行われた。（詳細は配布資料を参照）
【質疑・議論】

◆（菅又：補足）アンケート結果で特にポイントや気になったこと。
　①中小企業のお金のやりとりは、通帳や窓口ATM、FAXに頼っていること。

　②金融EDIは中小企業の経営改善となるのりしろは大きい。

　③発想の転換で紙の好きな人もいるので全てをデジタル化するのではなくて、アナログからデジタルへ変換させるというアプローチもあるのではないか。例えば受発注も口頭で頼むとそれをデジタル化して実行するとか、FAXを読み込みデジタル化するなど可能ではないか。
◆（紅林）アンケートでは振込の手段でATMの利用者が多い実態になっている。今後、ますますシステムが複雑になり大変になってくるのではないか。また、大変なコストがかかるのでは？
⇒スマホを使える人はATMよりWEBの方が便利と感じる人も多いと思う。年齢によるITリテラシーの問題が多いのではないか。（菅又）

◆（高橋）中小企業の生産性向上にはIT活用の効果が大きいと思うが、ATMを使う人が多いのはインターネットバンキングが使いにくいから、という意見はありましたか？

⇒会議での議論はなかった。私的な経験から言えばインターネットバンキングの日常オペレーションは問題ないと思う。問題はセキュリティ強化のための電子署名更新とか、銀行側のシステム変更に伴うインストール操作の方が大変だと思う。（菅又）

⇒WEBはログイン認証をクリアーすれば操作は簡単になっている。問題は（セキュリティで）銀行ごとのトークンが必要になっており、例えば10銀行あれば10のトークンを使うことになり、大変面倒な操作になる。（斉藤孝）
⇒地方だとATMに行くまでが大変。地域差もあるのではないか。（紅林）
（２）「経済産業省：金融EDI情報として格納すべき商流情報の整理（案）」について事務局菅又より説明があった。（資料：金流商流2016-3-03）

【質疑・議論】

◆（菅又）金融EDI情報として格納すべき商流情報は、この内容にて出すことになりますか？

⇒スモールスタートとして入口をこのように考えている。（大脇）

⇒金融業界ではどこまで求めているのか、その摺り合わせがポイントかと思う。（坂本）

⇒中小企業ではアプリケーション（使いやすいパッケージなど）がないと使えない。これを出してくれるかどうかが課題と思う。（川内）

◆（遠城）今後の進め方はどうなりますか？
⇒全銀協は全体スケジュールを示している。検討は今後も更に進める方向。（菅又）
⇒経済産業省は年内に情報項目を決める。（大脇）

⇒実証プロジェクトにその結果は入れられるか？実証+実践に是非結びつけて貰いたい。（高橋）

⇒ITC協会のヒアリングでは、銀行協会の本稼動は2018年なので翌年にならないとやれない。本番にはならないとの回答あり。（川内）

◆（菊川）法人コードはマイナンバーのことか？事業部が異なっている場合の請求支払いなど可能か？
⇒マイナンバーのことです。また、複数の支払い先も明細項目にあり可能です。（菅又）

～休憩～
４－４．キャッシュ・コンバージョン・サイクル（CCC）について
　遠城委員長より以下の説明があった。（資料：金流商流2016-3-05）
・前回（第２回）で取り上げられた本件につき、CCCの代替指標を金融EDI商流情報と社内情報を併せて計算できないかという事の案を策定した。
・代替指標（SIPS－CCC）のスコープ、使い方、SCCCとの違い

・代替指標の計算方法（案）についてその可能性や課題

・受発注情報と振込・入金情報からSIPS-CCCを計算できないか。
・SIPS-CC＝コスト回転日数+入金回転日数－振込回転日数とした。

・今後は次回のタスクフォースまでに実際のデータを使った試算を行い、その結果を次回発表したい。

【質疑・論議】

◆（川路）経常利益率はどこから求めるのか？また、労務費を引くのか？

⇒前期の財務諸表から求めます。労務費も財務諸表からと考えています。（遠城）

◆（伊原）SIPS-CCCはリアルタイムで求められる数値か？

⇒支払い単位での数値になります。（遠城）

⇒SIPS-CCCは、財務諸表から算出するCCCとどこが違うのか？どうなのか？を検証することが大きな狙いです。トレンドを見て経営判断に役立つかの見極めをして、よりタイムリーになるような指標としたい。（菅又）
⇒いろいろ誤差があると思う。業界や商習慣によっても違うのではないか。（紅林）
⇒日々のEDI情報を使うなどよりリアルになるのではないか？（伊原）
◆（斉藤孝）今回の（案）は金融EDIを前提に分科会で考えた内容です。

５－１．「EDIにおけるデジタル証明書交換運用への要求」の紹介

　次に藤野委員、湊本委員、永壽委員より以下の説明があった。（資料：金流商流2016-3-06）

・本件は、業界横断EDIタスクフォースのサブタスクであるが、金流商流情報連携タスクフォースでも参考になるので今回紹介する。（遠城委員長）
・EDIの伝送時の証明書は、定期的に交換しなければならないが、その交換運用は個別ルールが多く運用の負荷が高い。そのための効率的な「EDIにおけるデジタル証明書交換運用への要求」として今回策定した。
・11月に公開するので参考として貰いたい。まだ途中の段階であり今後も意見を聞きながら進めていきたい。

５－２．金流商流情報連携タスクフォース活動進捗状況
　遠城委員長より今年度の中間報告を含めて今後の見通しと進め方について以下の説
明と討議があった。（資料：金流商流2016-3-07）
当初の計画と今後の予定
1． 金流商流情報連携基盤の構築推進
2014年度の金融EDI実証および2015年度の金融業界の決済高度化に向けた戦略的取組みに呼応し、産業界への普及促進を図る。

	項目
	進捗及び今後の予定

	①産業界の対応啓発と標準化のすり合わせを推進する。
	・金融EDIにおける商流情報等のあり方検討会議への参加
⇒金融EDIに入れる情報項目（案）が作成されつつある。
⇒維持管理の方法や組織の方針検討がされる見込み。

⇒標準化提案ができた（資料に追加）

	②中小企業への普及促進策を検討する。（商工会議所等）
	⇒金融EDIにおける商流情報等のあり方検討会議への参加

⇒経営力向上・IT基盤整備支援事業への参加検討中

	③金融新システムとのインターフェースを調査する。
	・XML電文への移行に関する検討会への参加
⇒具体的な検討には至っていない。

	④企業側ISO20022インターフェース導入ガイドを整備する。
	未着手（上記③の進捗待ち）


2． 金流商流情報連携のための標準化促進
XML電文への移行に向けて、金流商流情報連携の国際標準化を推進する。

	項目
	進捗及び今後の予定

	①国際標準の枠組みの中で、金融新システムへの商流情報組込み方法の検討を行う。
	未着手

	②XML電文への移行に向けた、ISO20022(Pain,Camt)と全銀フォーマット（総合振込、振込入金通知､入出金明細）との項目対応付け（マッピング）について、必要に応じて検討する。
	未着手（上記①の進捗待ち）

	③国連CEFACT支払通知メッセージとISO20022標準の組み合わせ実装方式案を作成し、実装方式のISOTC68への申請・登録を準備する。
	未着手


3． 金流商流情報の利活用分野の調査

	情報利活用候補
	進捗及び今後の予定

	1 キャッシュ・コンバージョン・サイクルへの活用を調査研究する。
	本日（11月18日）のタスクフォースにて報告した。４－４項参照。

	2 融資活用、モニタリング、ビッグデータ活用等への調査を行う。
	保留

	3 貿易運輸における経費精算の効率化の調査研究を行う。
	本日（11月18日）のタスクフォースにて報告した。４－２項参照

	4 マイロペイメント等小口支払の効率化検討
	保留


６．次回のタスクフォース開催日程
次回第4回金流商流情報連携タスクフォースの開催は以下の予定です。
　期日：2017年2月10日（金）14時‐17時

　場所：機械振興会館　6階62会議室
上記は仮決めのため以下の日時に変更した。（2016.12.21）（事務局）
　期日：2017年2月９日（木）　14時－17時

　場所：機械振興会館　B3階B3-2号室
以上
　
配布資料一覧：

   金流商流2016-3-01　第2回金流商流情報連携TF議事次第

金流商流2016-3-02　第1回金流商流情報連携TF議事録

金流商流2016-3-03　金流商流情報連携基盤進捗状況

金流商流2016-3-04　貿易運輸における経費精算の効率化の調査研究

金流商流2016-3-05　キャッシュ・コンバージョン・サイクルについて 

金流商流2016-3-06　証明書ガイド（ドラフト）

金流商流2016-3-07　金流商流情報連携TF活動進捗状況
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